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１．お子さんは、楽しく学校生活を送っている。

２．お子さんは、家庭や学校、地域で挨拶がよくできている。

３．お子さんは、交通ルールを守って安全に登下校している。

４．お子さんは、時間や学校のきまりを守っている。

５．お子さんは、宿題や復習などの家庭学習の習慣が身に付いている。

６．お子さんと、家庭で将来の生き方や進路について話している。

７．過程でゲームやマホ等の使用ルールを決めて守っている。

８．お子さんは、部活動に積極的に参加している。

９．先生は、分かりやすい授業を行っている。

１０．学校は、いじめのない仲間づくりに取り組んでいる。

１１．学校は、学校だよりや H Pなどで情報発信ができている。

R7 学校評価【保護者】 そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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１．私は、楽しく学校生活を送っている。

２．私は、先生や友だち、地域の人に挨拶をよくしている。

３．私は、ヘルメット着用や左側一列等を守り登下校している。

４．私は、時間や学校のきまりを守っている。

５．私は、家庭で宿題や予習・復習、自主勉強などの学習をしている。

６．私は、無言で最後まで一生懸命清掃をしている。

７．家庭でゲームやスマホ等の利用ルールを決めて守っている。

８．私は、部活動に積極的に参加している。

９．先生方は、分かりやすい授業を行っている。

１０．先生方は、いじめのない仲間づくりに取り組んでいる。

１１．先生方は、一人一人を大切にし、誠実に接している。

１２．私は、毎朝、朝食をとってから登校している。

R7 学校評価【生徒】 そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

令和７年度 学校評価 

 

  

 

  

  

  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 
 

【成果】 

・ 生徒、保護者ともに肯定的な意見が多く、生徒は学校生活に一生懸命取り組んでくれています。 

  ・ 部活動について、未入部生徒を除いて算出すると 95％以上の肯定の結果が出ています。引き続き、技

術・技能と心身の成長を期して活動していきます。 

  ・ 生徒「５宿題」では、前期（肯定 85％）から後期（肯定 90％）と改善されています。２学期になり生

徒がその学年に慣れたこと、教師が宿題の質や量を見直したことの結果と考えられます。 

・ 学校 HPや学校・学級・部活動だより、マチコミ等の種々の情報発信に高評価をいただいています。 

【課題と改善策】 

・ 「宿題」と「ゲーム等のルール」に課題があります。両者を関連付けて、心配な生徒には懇談会等で保

護者の皆様にご連絡しました。どちらの項目も前期結果よりも微増ですが向上しています。引き続き学

級担任と教科担任が連携して、気になる生徒の宿題の提出状況を確認し、家庭と学校が連携した指導を

継続していきたいと考えます。 

  ・ 生徒について、「挨拶」「宿題」「無言清掃」の肯定的な意見は多いですが、「そう思う」と答えた割合が

前年度比平均 12 ポイント減少しています。生徒は「完璧にできているわけではない」と自認しており、

学校全体としての規律の乱れが懸念されます。教職員が生徒の活動全般を確実に見取り、適切に支援、指

導していきます。 

・ 「１楽しい学校生活」「９分かる授業」「10 いじめ防止」「11一人一人を大切に」については、高評価

ですが、「あまりそう思わない」「そう思わない」の生徒に目を向け、個に応じた対応をしていかなければ

ならないと考えます。そのためにも、生活調査や生徒の観察により、生徒の困り感を察知するだけでなく、

教育相談の時間を設定して、積極的に生徒から直接話を聞くことができる環境を整えていきます。 


